
キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（第二次審議経過報告）」より

Ⅱ 学校教育をめぐる課題とキャリア教育・職業教育の基本的方向性

３．キャリア教育・職業教育の方向性を考える上での視点

（３）社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な以降に必要な力を明らかにする

③ 基礎的・汎用的能力の内容

○ 基礎的・汎用的能力の具体的内容については、「仕事に就くこと」に焦点を当て、実際の行動として表れるという観点から、「人間関係形成・社会形成能力」

「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」の４つの能力に整理した。

○ これらの能力は、包括的な能力概念であり、必要な要素をできる限り分かりやすく提示するという観点でまとめたものである。この４つの能力は、それぞれ

が独立したものではなく、相互に関連・依存した関係にある。このため、特に順序があるものではなく、また、これらの能力をすべての者が同じ程度あるい

は均一に身に付けることを求めるものではない。

○ これらの能力をどのようなまとまりで、どの程度身に付けさせるのかは、学校や地域の特色、専攻分野の特性や子ども・若者の発達段階によって異なると考

えられる。各学校においては、この４つの能力を参考にしつつ、それぞれの課題を踏まえて具体の能力を設定し、工夫された教育を通じて達成していただき

たいと考えている。その際、初等中等教育の学校では、新しい学習指導要領を踏まえて育成されるべきである。

◇ 人間関係形成・社会形成能力 ◇ 自己理解・自己管理能力 ◇ 課題対応能力 ◇ キャリアプランニング能力

多様な他者の考えや立場を理解し、

相手の意見を聴いて自分の考えを正確

に伝えることができるとともに、自分

の置かれている状況を受け止め、役割

を果たしつつ他者と協力・協働して社

会に参画し、今後の社会を積極的に形

成することができる力

自分が「できること」「意義を感じる

こと」「したいこと」について、社会と

の相互関係を保ちつつ、今後の自分自

身の可能性を含めた肯定的な理解に基

づき主体的に行動すると同時に、自ら

の思考や感情を律し、かつ、今後の成

長のために進んで学ぼうとする力

仕事をする上での様々な課題を発

見・分析し、適切な計画を立ててその

課題を処理し、解決することができる

力

「働くこと」を担う意義を理解し、

自らが果たすべき様々な立場や役割と

の関連を踏まえて「働くこと」を位置

付け、多様な生き方に関する様々な情

報を適切に取捨選択・活用しながら、

自ら主体的に判断してキャリアを形成

していく力

具体的な要素（例） 具体的な要素（例） 具体的な要素（例） 具体的な要素（例）

他者の個性を理解する力、他者に働

きかける力、コミュニケーション・ス

キル、チームワーク、リーダーシップ

など

自己の役割の理解、前向きに考える

力、自己の動機付け、忍耐力、ストレ

スマネジメント、主体的行動など

情報の理解・選択・処理等、本質の

理解、原因の追究、課題発見、計画立

案、実行力、評価・改善など

学ぶこと・働くことの意義や役割の

理解、多様性の理解、将来設計、選択、

行動と改善など


